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嵐谷　安雄
あらしだに やす お

8月21日団体ヒアリングの模様

自民党障害者特別委員会の模様

社会保障審議会障害者部会の模様

　

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
が
、

い
よ
い
よ
目
前
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。本
年
６
月
に
障
害
者
差
別
解

消
法
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、

批
准
に
向
け
た
国
内
法
整
備
の
一

定
の
要
件
が
整
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
10
月

４
日
に
「
自
民
党
障
害
者
特
別
委

員
会
」、
同
月
８
日
に
「
公
明
党
外

交
・
安
全
保
障
部
会
、
障
が
い
者

福
祉
委
員
会
合
同
会
議
」
が
開
催

さ
れ
、
障
害
者
団
体
に
対
し
て
、

条
約
批
准
に
向
け
た
外
務
省
等
か

ら
の
経
過
説
明
及
び
意
見
交
換
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
団
体
か
ら
は
、
条
約

の
公
定
訳
に
関
す
る
質
問
と
と

も
に
、
批
准
に
向
け
た
手
続
き

を
滞
り
な
く
進
め
て
ほ
し
い
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
与
党
議

員
も
こ
れ
を
受
け
て
、
一
日
も

早
い
批
准
を
目
指
し
て
頑
張
る

と
の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
は
、
党
内
で
の
了
承

を
経
て
閣
議
決
定
の
後
、
今
月

15
日
か
ら
始
ま
る
臨
時
国
会
で

の
審
議
・
承
認
に
向
け
た
作
業

が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

障
害
者
権
利
条
約
批
准
へ
！
　
臨
時
国
会
の
承
認
め
ざ
す

障
害
者
権
利
条
約
批
准
へ
！
　
臨
時
国
会
の
承
認
め
ざ
す

障
害
者
権
利
条
約
批
准
へ
！
　
臨
時
国
会
の
承
認
め
ざ
す

　

厚
生
労
働
省
は
8
月
27
日
、
平
成
26
年
度
予

算
の
概
算
要
求
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
総
額
は
、
年
金
・
医
療
な
ど
の
社
会

保
障
費
の
自
然
増
9
7
3
2
億
円
を
含
む
、
前
年

比
3.
8
％
増
の

30
兆
5
6
2
0

億
円
と
な
り
ま

す
。
ま
た
政
府

が
進
め
る
成
長

戦
略
の
た
め
の

予
算
の
重
点
化
と
し
て
、
「
新
し
い
日
本
の
た

め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

厚
労
省
は
1
6
1
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

優
先
枠
の
う
ち
障
害
分
野
で
は
、
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
、
地
域
の
農

家
や
企
業
な
ど
と
の
連
携
を
促
進
す
る
事
業
・
障

害
者
の
芸
術
活
動
を
支
援
す
る
モ
デ
ル
事
業
・
ロ

ボ
ッ
ト
技
術

な
ど
を
活
用

し
た
障
害
者

自
立
支
援
機

器
の
開
発
支

援
な
ど
に
合

わ
せ
て
2
1
7
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
福
祉
関
係
概
算
要
求
の
詳
し
い
内

容
は
、
２
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
（
障
害
者

部
会
）の
第
51
回
会
合
が
、9
月
24
日
、
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
合
で
は
、
障
害
者
部
会
の
も
と
に

設
置
さ
れ
た
検
討
会
（
障
害
者
の
地
域
生
活
の

推
進
に
関
す
る
検
討
会
）か
ら
の
報
告
と
、今
後

の
部
会
の
す
す
め
方
な
ど
を
中
心
に
議
論
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

社
保
審
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害
者
部
会（
第
 51
回
）が
開
催

地
域
生
活
の
推
進
に
つ
い
て
日
身
連
が
意
見

社
保
審
障
害
者
部
会（
第
 51
回
）が
開
催

地
域
生
活
の
推
進
に
つ
い
て
日
身
連
が
意
見

　

障
害
者
部
会
で
、
障
害
者
総
合

支
援
法
に
お
け
る
検
討
課
題
に
関

す
る
議
論
が
本
格
的
に
始
ま
り
、

日
身
連
か
ら
は
小
西
慶
一
副
会
長

が
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

部
会
の
進
め
方
は
、
検
討
課

題
を
２
段
階
に
分
け
議
論
さ
れ
ま

す
。
ま
ず
、
年
内
ま
で
の
議
論
と

し
て
、
来
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る

①
障
害
支
援
区
分
、
②
重
度
訪
問

介
護
の
対
象
拡
大
、
③
ケ
ア
ホ
ー

ム
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
一
元
化

等
、
④
地
域
移
行
支
援
の
対
象
拡

大
な
ど
の
検
討
。
来
年
か
ら
は
施

行
後
３
年
（
平
成
28
年
４
月
）
を

目
途
と
し
た
５
つ
の
見
直
し
に
関

す
る
検
討
課
題
が
議
論
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
②
及
び
③
と
、
④
に
つ
い
て
は

有
識
者
、
関
係
者
の
参
画
の
も
と
で
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
て
、
既
に
２
つ
の
検
討
会
（
「
障
害
者
の

地
域
生
活
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」
（
地
域
生

活
検
討
会
）
と
「
精
神
障
害
者
に
対
す
る
医
療
の

提
供
を
確
保
す
る
た
め
の
指
針
等
に
関
す
る
検
討

会
」
）
が
開
催
さ
れ
、
年
内
の
取
り
ま
と
め
を
め

ざ
し
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両

検
討
会
で
は
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
８
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
地
域
生
活
検
討

会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
日
身
連
も
出
席
し
、
小

西
副
会
長
が
課
題
と
な
る
論
点
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
障
害
種
別
・
状
況
等
に
よ
っ

て
分
け
へ
だ
て
ら
れ
な
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体
制
の

確
立
と
、
個
々
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
柔
軟

な
支
援
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
、
検
討
会
で
の
取
り

ま
と
め
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

部
会
は
年
内
ま
で
は
月
一
回
程
度
で
開
催
さ

れ
、
次
回
の
予
定
は
１
０
月
１
５
日
で
、
２
つ
の

検
討
会
の
取
り
ま
と
め
内
容
に
つ
い
て
議
論
す
る

予
定
で
す
。

平
成
26
年
度
厚
労
省
障
害
福

祉
関
係
概
算
要
求
ま
と
ま
る


